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あらまし 本研究は，災害時の情報収集手段として SNSを活用可能にすることを目指し，災害発生時に SNSへ投稿

された情報を分析することで，情報爆発の原因を明らかにすることを目的とする．本稿ではWebメディアが情報爆発

に与える影響に着目し，2019年における台風 19号上陸時のツイートを対象とした調査を行った．分析の観点として，

災害に関するツイートの総数と，Webメディアが発信したニュース記事へ遷移する URLを含むツイートの単位時間

あたりの投稿数を比較し，ツイートが急増する時間帯における出現単語とその頻度を分析した．分析の結果，情報爆

発が起きた時間帯におけるツイート数と，ニュース記事への URLを含むツイート数の推移には相関関係が見られた．

さらに，ニュース記事への URLを含むツイートの情報源を調査した結果，特定のWebメディアや特定のニュース記

事への URLが多く投稿される傾向が見られた．
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1 は じ め に

昨今，インターネットやスマートフォンの普及と共に発展を

遂げたオンライン・ソーシャル・ネットワーキング・サービス

（以下，SNSと記す）では個人による情報発信が盛んに行われて

いる．発信された情報から実世界で起きた出来事を抽出・利用

する研究が進んでいる．Kwakの SNSの情報伝播とその拡散に

関する定量的な調査 [1]をはじめとし，McCormickは SNSで

得られる情報を用いて人口統計情報の推定 [2]を行うなど，SNS

には実世界における出来事の確認・調査ができる可能性がある．

また，東日本大震災を機に，SNSを用いた災害被害や救援に関

する情報発信が増え，個人が発信した情報を活用する動きが注

目されている．SNS情報の有効的な活用の可能性として，被災

者が SNSに投稿した情報に基づく人命救助や，有識者が SNS

に投稿した災害解説やメディア報道を含む投稿のアーカイブを

構築し，減災・防災に繋げる動きが挙げられる．一方で，SNS

を大規模災害時の情報収集手段として活用する際の課題は，情

報爆発とデマへの対応が必要であると指摘されている [6]．情報

爆発により情報量が増加し，収集すべき情報の相対的な割合が

低下することで情報収集がより困難となる [7]．

一般に，SNSにおける情報爆発の原因は，誰もが即時的な情

報発信および拡散が可能であるという特性にある．特に，災害

時においてはメディアの持つ強い発信力が情報爆発を助長させ

る懸念がある．こうした懸念を検証するため，本研究ではWeb

メディアが情報爆発に与える影響に着目し，情報爆発の原因を

明らかにすることを目的とする．その端緒として，本稿では代

表的なマイクロブログ型 SNSである Twitter1を取り上げ分析

1：https://twitter.com

対象とし，災害時のツイート情報におけるWebメディアが発

信したニュース記事へ遷移する URLを含むツイートの定量的

調査を行った．

2 関 連 研 究

2. 1 災害時のソーシャルメディア分析

榎本らは災害時の Twitter情報を用いてテキスト情報が人々

の帰宅行動にどのように影響しているのか，定量的に調査を

行った [9]．榎本らは，「既存研究は現状把握に留まっており次な

る災害が訪れた時の対策までは言及されていない」と述べ，膨

大なテキストデータの中から減災に有効な可能性がある情報の

抽出を試みた． まず，2つの変数群の相関性を把握するための

手法である正準相関分析を用いて単語間のネットワークを時系

列で分割した．ただし，正準相関分析を用いた双方向性におけ

る因果関係を特定することの困難性は，あらかじめ 3つのケー

スを想定しそれらを比較することで解決している．次にネット

ワークの類似性と中心性を用いて単語間ネットワークの時点間

推移を分析した．その結果，“Twitterのテキスト情報と関係性

がある場合” を想定したケースにおいて，地震発生後 2～3 時

間経過すると SNSでは交通に関する話題が主となったことが

明らかになり，SNS情報が帰宅行動と時間的な関係性にあるこ

とが示唆された．具体的には，交通機関や交通状況について悲

観的な情報が多い時や楽観的な情報が少ない時に帰宅行動をす

るユーザは少なく，何も行動せず勤務地に滞在するユーザの割

合が高い．これにより，情報の信頼性が何らかの要因で担保さ

れずとも，災害時においては SNS で発信された情報は人々の

行動に際する意思決定に影響し，SNSの有効活用が可能であれ

ば，ある程度混乱を避けられる可能性があると述べた．ただし，



今後の課題として，長期間取得したデータを対象とした分析手

法が必要になると述べている．

2. 2 SNSを用いた実世界調査

SNSをソーシャルセンサとして用いて実世界を観測する研究

が数多く行われている．國友らは Twitterのリアルタイム性に

着目し，土砂災害の前兆となる現象や発生を訴える情報を抽出

することで実世界における前兆現象等の把握を試みた [10]．ま

ず，ツイートの市町村推定 [11]を行い，豪雨に関するツイート

を状況カテゴリによる分類を行った．次に，そのツイート群の

中からキーワードによる抽出をしたツイート数と，降雨量と土

砂災害の発生タイミングを比較することで，ツイート情報が前

兆現象の把握に有効だと示した．しかし，ツイートの推移だけ

では人口規模の小さい地域ではツイート数が少ないため，地域

ごとのツイート価値を評価する必要があると述べた．

Sakaki らは Twitter 上での発言を用いて実世界における台

風や地震の位置を推定し [3]，Aramakiらはインフルエンザに

関する発言を集めた上で，現実世界におけるインフルエンザの

患者を推定した [4]．その結果，ツイート数と実際のインフル

エンザ患者に大きな差異が生じた．そのため，荒巻はそれらの

データを用いて SNS と実世界の時間的ギャップの調査を行っ

た [5]．その結果，インフルエンザのピークが過ぎると発言量が

低下するのは，話題としての価値低下が考えられると述べ，流

行のピーク前またはピーク中にメディアに取り上げられること

が，SNS上で急激に発言数が増える現象（バースト）が起こる

原因とした．荒巻らは今後の SNS情報解析において，SNSで

情報抽出する際には人間の欲求や不正確さを解析し，心理学的

知見と合わせて考察する必要があると結論付けた．

2. 3 本研究の位置付け

先行研究は，災害時の SNS において発信・拡散された投稿

を収集して有効利用の可能性を調査する動きを示した．しかし，

SNSにおいて SNSが持つ性質である情報発信の即時性や拡散

力の強さを主な原因とする情報爆発が発生し，SNS情報の収集

がより困難になる．本研究では，情報爆発の原因の一端を明ら

かにする目的で，Webメディアが SNSに与える影響を定量的

に調査する．具体的には，Twitterで発信された情報とネット

ニュース数の比較を行う．その上で出現するツイート数と単語

数の推移を観測し，ツイートに含まれる URLを調査する．

3 ツイートの収集

3. 1 2019年台風 19号

気象庁の発表によると，台風 19号は 2019年 10月 6日南鳥

島の近海で発生し，12日 19時前に伊豆半島に上陸した．関東

地方を通過後，13日 12時に日本の東で温帯低気圧となった 2．

特に関東地方，甲信地方，東北地方で大雨となり，計画降雨量

を大きく上回る記録的豪雨をもたらした．政府は 11 月 1 日，

2：https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2019

/20191012/20191012.html（2019/12/13 確認）

表 1 千曲川氾濫箇所

日時 氾濫発生箇所

12 日 20:35 上田市国分地先付近

20:50 長野市篠ノ井横田地先付近

22:10 千曲市雨宮地先付近

22:40 長野市篠ノ井小森先付近

23:18 長野市松代楽地先付近

13 日 01:15 長野市穂保地先付近

02:03 須坂市北相之島地先付近および

小布施町飯田付近

02:58 小布施町山王島地先付近

03:25 中野市立ヶ花および

栗林付近

この災害に対して激甚災害および適用措置を指定する政令を交

付・施行した 3．国土交通省が発表した，令和元年台風第 19号

等による被害状況等について（第 50報）4 によると，台風 19

号における堤防決壊は 71河川におよび，のべ 140箇所を超え

た．本研究では，河川に関するツイートを分析対象とし，「入間

川」「相模川」「千曲川」に関するツイートの収集を行った．

3. 1. 1 入間川の状況

入間川は埼玉県を流れる荒川水系の一つである．荒川上流河

川事務所と熊谷地方気象台は，12日 21時 30分入間川流域で

河川氾濫が発生したと発表した 5．

3. 1. 2 相模川の状況

相模川は山梨県および神奈川県を流れる相模川水系の本流で

ある．神奈川県は 12日 17時から城山ダムで緊急放流を行う旨

を発表し，それに伴って水害が発生する恐れがあるとして住民

に避難を呼びかけた．水位が予定より低い状態だったため放流

時間を 22 時に延期したが，その後の降雨状況が予測を上回っ

たため 21時 30分に緊急放流を開始した 6．

3. 1. 3 千曲川の状況

千曲川は新潟県および長野県を流れる信濃川水系の本流であ

る．新潟県域では信濃川と呼ばれ，長野県域では千曲川と呼称

される．千曲川河川事務所の発表 7によると 12日～13日にか

けて 9度氾濫が発生した（表 1）．

3. 2 ツイートの収集方法

2019年 10月 10日～10月 16日までの期間に投稿されたツ

イートの収集を行った．その際，TwitterAPIを用いて各川ご

とにキーワードによる収集を行った．また，リツイート（他者

のツイートを二次的に再発信する性質を持つ）と呼ばれる情

報発信を排除するため，検索ワードに「-RT」を付与し収集し

3：http://www.bousai.go.jp/taisaku/gekijinhukko/status.html（2019/12/14

確認）

4：https://www.mlit.go.jp/（2019/12/13 確認）

5：http://www.news24.jp/articles/2019/10/12/07519921.html（2019/12/14

確認）

6：https://www.tokyo-np.co.jp/article/kanagawa/list/201910/

CK2019102002000123.html（2019/12/14 確認）

7：http://www.hrr.mlit.go.jp/chikuma/bousai/shussui/index.html

（2019/12/14 確認）



表 2 期間中ツイート数

日時 入間川 相模川 千曲川

10 日 22 81 40

11 日 55 198 71

12 日 10416 31741 17277

13 日 2569 6177 47598

14 日 350 753 7027

15 日 163 451 3985

16 日 71 185 1996

合計 13676 39586 77994

た．合計取得件数は入間川 13676件，相模川 39586件，千曲川

77994件であった．日付別取得件数を表 2に示す．収集したツ

イートは JSON形式で保存し，ツイート日時，ツイート本文と

本文に含まれている URL情報を抽出した．全ての川でツイー

ト数の多かった 10月 12日～13日のデータを分析対象とした．

4 取得データ

4. 1 前 処 理

3章で収集したツイートデータから出現する単語やURLの抽

出を行うため，収集テキストの前処理を行う．日本語文は単語

の区切りが明確でないため，テキストの前処理として単語の分

割処理を行う必要がある．形態素解析器MeCab (ver.0.966.2)8

を用いて形態素解析を行い収集したツイート本文を単語ごと

に分割した．次に，ツイート本文中の URLを除く全角英数字

は全て半角英数字に変換した．また，SNS では絵文字が頻繁

に使われ，データ分析に影響を与えるため，絵文字の除去を行

う．絵文字の除去は Unicodeの文字コードを範囲指定すること

で取り除いた．これらの処理を行う際，Pythonライブラリの

neologdn (ver.0.4)9を用いてテキスト処理を行った．指定範囲

の文字コードは以下の通りである．

（ 1） U00002190-U000021FF

（ 2） U00002300-U000023FF

（ 3） U000025A0-U000025FF

（ 4） U00002600-U000026FF

（ 5） U00002700-U000027BF

（ 6） U00002B00-U00002BFF

（ 7） U0001F100-U0001F1FF

（ 8） U0001F300-U0001F5FF

（ 9） U0001F600-U0001F64F

（ 10） U0001F650-U0001F67F

（ 11） U0001F680-U0001F6FF

（ 12） U0001F900-U0001F9FF

（ 13） U0001FA70-U0001FAFF

（ 14） U0000203C

（ 15） U00002049

8：https://taku910.github.io/mecab/（2019/12/14 確認）

9：https://pypi.org/project/neologdn/（2019/12/14 確認）

表 3 ツイート出現単語上位 20

入間川出現単語 出現数 相模川出現単語 出現数 千曲川出現単語 出現数

氾濫 1515 ダム 1923 決壊 1810

発生 388 放流 1922 長野 1500

情報 326 城山 1404 氾濫 1074

流域 322 緊急 1243 堤防 1022

埼玉 308 避難 488 被害 582

東京 287 氾濫 472 台風 499

速報 191 午後 450 新幹線 490

号 186 水位 422 救助 433

荒川 168 流域 420 無事 423

防災 159 上昇 283 ニュース 414

アプリ 142 台風 268 浸水 399

大丈夫 73 警戒 251 大丈夫 396

台風 69 大丈夫 247 大変 391

都幾川 63 神奈川 233 住宅 333

多摩川 57 心配 230 流域 307

危険 52 上流 197 心配 273

河川 50 沿い 181 濁流 270

避難 49 下流 156 北陸 269

警戒 44 相模原 156 車両 261

洪水 41 付近 139 自衛隊 259

上流 40 開始 130 穂保 255

前処理を行う前のツイート例を図 11011に，処理を行った後

の例を図 2に示す．

4. 2 名 詞 抽 出

収集したツイートデータのうち，全ての川でツイート数の

多かった 10 月 12 日～13 日のデータに対し，Python データ

分析ライブラリの Pandas (ver.0.23.4)を用いて分析を行った．

TwitterAPIを用いて取得したツイート日時はグリニッジ標準

時（GMT）で格納されていたため，日本標準時（JST）に変換

した．ツイートデータを 30分単位で分割し，出現単語と出現

数を調査した．それぞれの河川で最もツイート数の高かった時

間帯は，入間川：10月 12日 19時 30分～20時で 1908件，相

模川：10月 12日 21時～21時 30分で 3139件，千曲川：10月

13日 07時～07時 30分で 4739件となった．それぞれの河川

で最もツイート数の多かった時間帯における出現単語の出現数

上位 20語を表 3に示す．その際，SlothLib [12]に含まれるス

トップワードと，各河川名を除外した．

4. 3 URL抽出

ツイートに投稿された画像・動画の件数やネットニュース

に遷移するリンクが含まれたツイート件数の調査を行うため，

ツイートデータに含まれる URLの抽出を行った．ツイートに

URLが含まれる条件は以下の通りである．

（ 1） 画像または動画をつけてツイートした

（ 2） 他のツイートに対してメンションを行った

（ 3） 外部のWebサイトのリンクを貼った

投稿された URL は自動的に短縮化が行われるため，元の

URLへの展開が必要になる．本稿では本文中に含まれていた

10：https://twitter.com/momo04080220/status/1183034487447289858

（2019/12/19 確認）

11：https://twitter.com/torajiroo0508/status/1183034349752471552

（2019/12/19 確認）



図 1 テキスト処理前

図 2 テキスト処理後

短縮 URLに対し正規表現を用いてツイート本文から URLを

抽出し，Python ライブラリの urllib3 (ver.1.24.1)12を用いて

展開を行った．最も URL件数を抽出できたのは 13日の千曲川

に関するツイートに含まれる URLで全 12275件であった．

短縮 URLを展開した元の URLの中から，ツイートに URL

が含まれる条件 1，条件 2 に該当する URL は全て Twit-

ter へ遷移し，5475 件確認できた．写真の投稿を示す URL

（https://twitter.com/～/photo/1）は 3812 件，動画投稿

を示す URL（https://twitter.com/～/video/1）は 453件

確認できた．これらの写真・動画の投稿は，渡辺らが写真付

きツイートを抽出した際に利用した URL [8] を参考に抽出し

た．Web メディアの記事に遷移するツイートは，ツイートに

URL が含まれる条件 3 に該当する．ニュース記事に遷移す

る URL には「news」または「article」が含まれている場合

が多く，1332 件確認できた．遷移先のWeb サイトの内訳は，

NHKに遷移するURL (https://www3.nhk.or.jp/news/～/）

は 276件，産経新聞に遷移する URL（https://www.sankei.

com/premium/news/～/) は 213 件，朝日新聞デジタルに遷

移する URL (https://www.asahi.com/article/～/) は 33

件，Yahoo! JAPAN ニュースのアーカイブに遷移する URL

(https://news.yahoo.co.jp/list?t=2019_typhoon_19) は

182 件となった．また，12 日～13 日の期間の三河川における

「news」または「article」が含まれている投稿の合計は 2960件

確認できた．

ニュース記事の内訳に関しては，NHK に遷移する URL

(https://www3.nhk.or.jp/news/～) は 276 件，産経新聞に

遷移する URL (https://www.sankei.com/premium/news/～

) は 213 件，朝日新聞デジタルに遷移する URL (https:

//www.asahi.com/article/～) は 33 件，Yahoo!JAPAN ニ

ュースのアーカイブに遷移する URL (https://news.yahoo.

co.jp/list?t=2019_typhoon_19) は 182件となった．時間帯

別で見た場合の一例として，期間中最も多かった 13日 07時の

千曲川に関するツイートを例に挙げる．これらの中から URL

を含むツイートの合計は 953件であった．URLが含まれる条

件 1，条件 2 に該当する URL は 480 件確認できた．Twitter

に遷移する URLのうち，写真投稿を示す URLは 357件，動

12：https://github.com/python/cpython/blob/3.8/Lib/urllib/

request.py（2019/12/14 確認）

図 3 単位時間毎の入間川ツイート数と記事へのリンク数

画投稿を示す URLは 43件確認できた．ニュースサイトや記事

に遷移する URLは合計 146件であった．そのうち NHKに遷

移する URLは 29件，産経新聞に遷移する URLは 1件，朝日

新聞デジタルに遷移する URLは 2件，Yahoo!JAPANニュー

スに遷移する URLは 88件となった．13日全体のニュースの

内訳と 07時台の URLを比較すると，時間帯によって投稿され

るWebメディアのプラットフォームに差が出る結果となった．

5 データの参照

5. 1 バーストの時間帯

入間川，相模川，千曲川，全ての河川において急激にツイー

ト数が増えた時間帯があった．各河川における単位時間あたり

のツイート数と直前 30分のツイート数を比較したところ，入

間川では 12 日 19 時 30 分から 20 時の間で 844.2%，相模川

では 12日 14時 30分から 15時の間で 258.9%，同日 21時か

ら 21 時 30 分の間で 323.9% ，千曲川では 12 日 20 時 30 分

から 21時の間で 1062.7%，13日 06時から 06時 30分の間で

368.6%の増加が各々観測された．入間川のツイート数とニュー

ス記事へ遷移するリンク数の遷移を図 3に，相模川のツイート

数とニュース記事へ遷移するリンク数の遷移を図 4，入間川の

ツイート数とニュース記事へ遷移するリンク数の遷移を図 5に

各々示す．



図 4 単位時間毎の相模川ツイート数と記事へのリンク数

5. 2 バースト時間帯の出現単語

各河川のツイート数バースト時における出現単語の出現数上

位 26位を調査した．バーストが発生した時間を基軸として前

後 30分の出現単語数を降順でソートを行った．その際「入間

川」「相模川」「千曲川」および「川」は除外している．入間川

12日 19時 30分前後を図 6，相模川 12日 14時 30分前後を図

7，相模川 12日 20時 30分前後を図 8，千曲川 12日 20時 30

分前後を図 9，千曲川 13日 06時前後を図 10に示す．

5. 3 出現単語上位 20語におけるユニーク単語

各河川における出現単語の差とニュース記事の URLを含む

ツイートを比較するため，最もツイート数の多い時間帯におけ

図 5 単位時間毎の千曲川ツイート数と記事へのリンク数

図 6 入間川 12 日 19 時 30 分前後の頻出単語

図 7 相模川 12 日 14 時 30 分前後の頻出単語

図 8 相模川 12 日 21 時 00 分前後の頻出単語

図 9 千曲川 12 日 20 時 30 分前後の頻出単語

図 10 千曲川 13 日 06 時 00 分前後の頻出単語

る各河川ごとの出現数上位 20単語を参照した．各河川におけ

る最もツイート数の多い時間帯の出現単語上位 20語から地名

を除いた 3河川に共通しない単語（以下，ユニーク単語と記す）

を表 4に示す．

6 考 察

6. 1 バーストタイミングにおけるツイートとURL

5章で提示した各河川の単位時間毎のツイート数とニュース



表 4 出現単語上位 20 語におけるユニーク単語

出現単語 入間川 相模川 千曲川

アプリ 142 0 2

河川 50 101 114

洪水 41 53 31

ダム 33 1923 40

放流 24 1922 7

緊急 8 1243 22

午後 3 450 4

水位 37 422 59

下流 12 169 58

沿い 14 181 56

堤防 2 25 1022

新幹線 0 2 490

救助 0 0 433

無事 17 92 423

ニュース 24 128 414

浸水 10 89 399

大変 2 34 391

住宅 0 3 423

濁流 0 1 270

北陸 0 0 269

車両 0 0 261

自衛隊 0 0 259

記事数の図 3～5から，ニュース記事へ遷移する投稿の増減に

伴いツイート数も増減する様子が確認できた．入間川のバース

トした時間帯のツイート数と，ニュース記事の数を比較すると，

ツイートの増加とほぼ同じ動きでネットニュース数も増加して

いる．また，バースト後はツイート数とWebニュース数が同

様に減少していることが明らかになった．入間川のバーストに

関しては双方の急激な増加が見られたため，ニュース記事の増

加が Twitterに影響を及ぼした可能性を示唆する．一方で，相

模川における 1度目のバーストと千曲川におけるバーストの発

生では，ニュース記事へ遷移する URLを含む投稿の増加より

も早い時間にツイートの数が増加発生した．そのため，１度目

の相模川のバーストと千曲川のバーストは，ニュース記事以外

の影響によって情報爆発が発生した可能性が高い．これらの可

能性を調査するため，各河川におけるツイート数とニュース記

事へ遷移する投稿数の相関係数を算出した．

各河川におけるツイート数と，ニュース記事へ遷移する投

稿数の相関係数は入間川で 0.77，相模川で 0.780，千曲川で

0.79 となり，強い正の相関が確認された．ただし，「news」や

「article」を含む URLのうち，既に記事が消されている場合は

エラーとして処理されていたため，それらを手動で確認したと

ころ NHKの記事に遷移する場合が確認できた．これは他社の

記事より比較的早く NHKの記事が消される場合が多いことに

起因すると考えられる．災害直後における NHKの記事に遷移

する URLは，本稿で抽出できた数を大きく超えると考えられ

る．そのため，今後より正確にWebメディアが掲載したニュー

ス記事の影響を計測するためには，災害発生直後の記事が削除

される前に URLの検証をする必要がある．同様に，ニュース

記事に遷移する URLが含まれるツイートの拡散率を計測する

必要がある．この問題は，TwitterAPIを用いて収集したデー

タからリツイート回数についてのデータを参照し、Webメディ

アの記事に遷移するツイートのリツイート件数と今回抽出した

ニュース記事を含むツイート件数を加算したものを分析するこ

とで解決できると考える．

6. 2 バーストタイミングにおける出現単語

5章で提示した，バースト時における頻出単語について述べ

る．入間川のバースト時のツイートでは，比較する際に基軸と

なった時間帯に最も単語出現数が多いことが確認できた．基軸

となった時間帯の 30分前に出現した単語は，基軸となった時

間帯では減少傾向にあった．全ての単語において基軸となった

時間帯を 30分経過すると出現数は減少した．相模川における

バーストは 12日に 2度起きた．相模川の 1度目のバーストに

おいて，基軸となった時間帯から 30分経過した後でも出現単

語はほぼ全ての単語で増加している．2度目のバーストが起き

た際は，基軸となった時間帯の 30分後には単語出現数は減少

していたが，「開始」においては大幅に増加している．これは城

山ダムの緊急放流開始のツイートが増えたためだと考えられる．

千曲川は 12日に 1度，13日早朝に 1度，計 2度バーストした．

12日 20時 30分のバーストは基軸となった時間帯の 30分から

経過すると単語出現頻度が減少した一方で，13日 06時のバー

ストでは，基軸となった時間帯から 30分経過すると急激な単

語出現数の増加が見られた．これは先に述べたバースト時間帯

のツイート数およびニュース記事数が増加していることも影響

していると考えられる．出現数が最も多い「氾濫」は 300%を

超える増加を見せたのに対し，ツイート数およびニュースの記

事の増加は，150%ほどに留まっていることから，ニュース記

事以外の要因による影響も考えられる．本稿で行った調査では，

ユーザの目撃情報よりメディアの報道が先かは明確ではないた

め，今後は実世界で起きたことがメディアを通さず拡散された

可能性による影響の調査や異なるメディアの影響を複合的に調

査する方法を検討する必要がある．

6. 3 Webメディアの影響と放送メディアの影響

5章で提示した，最もツイート数の多い時間帯における出現

数上位 20単語で共通しなかった単語についても考察を行う．入

間川で多数出現した「アプリ」を含むツイートを確認したとこ

ろ，Yahoo!防災速報アプリケーション 13を利用して投稿され

たツイートには「#防災速報アプリ」といった内容が本文に含

まれており，これらは 139件を占めた．相模川で多数出現した

「ダム」「放流」「緊急」は城山ダムの緊急放流を行ったことが

影響していると考えられる．千曲川でのみ出現した「救助」は

実際に救援を求める声ではなく，自衛隊の救助に関する投稿が

見られた．これらの投稿は，長野県が 12日 21時 34分に自衛

隊に災害派遣要請をし自衛隊の救助が始まったこと 14に起因す

13：https://emg.yahoo.co.jp/（2019/12/19 確認）

14：https://www.mod.go.jp/j/press/news/2019/10/13a.pdf

（2019/12/19 確認）



る可能性があると考えられる．また，「新幹線」は，千曲川の氾

濫に伴い北陸新幹線車両センターが冠水した事象に基づくもの

であった．「新幹線」に関する投稿を，手動で参照した結果，図

11 15のような投稿が多く見られた．添付された画像は「NHK

ニュースおはよう日本」16で放送された映像を撮影したものだっ

た．新幹線に関する投稿のうち，URLリンクを含む投稿は 104

件あり，そのうち前述した番組を撮影した写真または動画を添

付したものは 92件確認できた．ユーザが自ら現地に赴いて撮

影した投稿は，1種存在し（図 12）17，この投稿を引用したツ

イートが 2件確認できた．その他に，図 13のように氾濫が起

こったと推測できる地域を GoogleMap18や国土地理院のWeb

サイト 19をスクリーンショットした画像の投稿が確認できた．

これらの「新幹線」を含む投稿が増えた背景には，Webメディ

アの影響ではなく，放送メディアの影響が考えられ，今後これ

らの放送メディアに関連する投稿を分類する必要がある．一方，

「濁流」は朝日新聞デジタルのニュース記事 20のタイトルに含

まれており，URL を含む投稿 240 件中 125 件を占めていた．

そのうち Yahoo!ニュースの記事に遷移する投稿は 87件であっ

た．濁流に関する投稿が増えた要因としてWebメディアが影

響を与えた可能性が考えられる．ニュース記事への URLを含

むツイートの情報源を参照した結果，特定のニュース記事への

URLが多く投稿される傾向が見られた．この際，引用ツイート

として投稿される場合とWebサイトから直接リンクを投稿す

る機能を利用して投稿される場合の 2つのケースが確認できた．

7 今後の展望

本研究では，Webメディアの記事が SNSに与える影響を定

量的に調査した．しかし，SNS の影響を受けた情報を今後ど

のように分類し排除していくかまでは考慮できなかった．メ

ディアの影響は一部で顕著に見られたが，メディアの影響を反

映するツイートの条件を定義し，分類を行った上で定量的に調

査する必要がある．また，ツイートのバースト時に出現した単

語と出現数を挙げたが，これらは全てネットニュースの投稿を

含んだものであり，より厳密な調査を行うには，それらを除い

たツイート群で分析を行わなければならない．同様に，ネット

ニュースの拡散度を加味する必要もある．今後はそれらを考慮

した上で，再度分析を行う必要がある．本研究において，ネッ

トニュースの定量的調査を行ったが，相模川に関する記事にも

千曲川に関する内容が記載されている可能性があるため，記事

の内容を含めて定性的に調査する必要があると考える．また，

放送メディアのニュース放送が SNS に対して与えた影響につ

15：https://twitter.com/hyuhyupowpow/status/1183141776774709248

（2019/12/19 確認）

16：https://www4.nhk.or.jp/ohayou/（2019/12/20 確認）

17：https://twitter.com/kasekky/status/1183137906963017728

（2019/12/19 確認）

18：https://www.google.co.jp/maps/（2019/12/19 確認）

19：https://www.gsi.go.jp/（2019/12/19 確認）

20：https://www.asahi.com/articles/ASMBF2404MBFUTIL007.html

（2019/12/20 確認）

図 11 Twitter 投稿より，新幹線に関する画像付きツイート例

図 12 Twitter 投稿より，現地撮影されたツイート

いての調査は行っていない．テレビにおけるニュース放送の経

時的データを用いて，どの程度 SNSに対して影響し，Webメ

ディアの記事の与えた影響と比較することで，新たな課題の発

見につながると考える．今後，異なるメディアの影響を複合的

に調査する方法を検討する必要がある．

ツイートに URLが含まれる投稿の中から Twitterユーザが



図 13 Twitter 投稿より，Map 画像付きツイート例

自ら投稿した画像が添付されたツイートについて確認したとこ

ろ，緊急警報情報のスクリーンショットやテレビ報道をカメラ

で撮ったものの投稿が多く見られた．実際の被害状況を伝える

投稿や川の水位が観察できるような投稿画像の存在も確認はで

きたが，具体的な割合や数値についての手動での調査は困難で

ある．Webメディアの影響調査を行った結果，今後放送メディ

アの影響を調査する必要があることが明らかとなった．放送メ

ディアの影響を定量的に抽出・分類する手法を検討する必要が

あると考える．その上で，放送メディアのニュースを撮影した

ものと，被害状況などのユーザが置かれている状況とを分類す

ることができれば，SNS情報の有効性を担保するものとなると

考える．

8 お わ り に

本稿では 2019年 10月 10日～10月 16日の間に投稿された

「入間川」「相模川」「千曲川」に関するツイートの収集を行い

，ツイート情報とニュース記事に遷移する投稿を定量的に調査

した．その結果，両者の間に正の相関が確認され，情報爆発時

のWebメディアの影響が示唆された．さらに，記事に遷移す

る URLを含むツイートの情報源には特定の記事への URLが

多く投稿される傾向が見られた．また，ユーザの投稿した写真

を手動で確認したところ，放送メディアの映像を撮影したもの

が多く確認できた．今後，放送メディアのニュースを撮影した

ツイート数を調査し，ツイート数とニュース記事に遷移する投

稿数との比較を行う．
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